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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】氷盤の浮遊する海上において膨張式救命筏

が氷盤との衝突や接触、圧迫により損傷するのを防止す

るため、膨張式救命筏とは別体として膨張式救命筏の周

囲に装着して使用する設備で、剛性体の底板と剛性体の

複数の側板とをヒンジ機構により接合し、側板同士をゴ

ム引布で接合するとともに、側板は内側へはストッパー

により一定の角度まで、外側へはゴム引布の展張により

一定の角度までそれぞれ回転可能として氷盤からの圧力

に対し柔軟性をもつ耐氷構造としたことを特徴とする救

命筏用装着式耐氷設備。

【請求項２】進水用の吊下げロープを取付けた請求項１

の救命筏用装着式耐氷設備。

【請求項３】アンカーを別体として着脱自在に取付けた

請求項１の救命筏用装着式耐氷設備。

【発明の詳細な説明】

イ．産業上の利用分野

　本発明は膨張式救命筏を対象として，膨張式救命筏に

装着する耐氷設備に係るもので、産業上の利用分野は，

国際航路船舶用のものである．この中で北極海等寒冷海

域を航行する船舶及びこれらの海域で稼働する海洋構造

物に積付ける救命設備として活用するものである．

ロ．従来の技術

　従来用いられている膨張式救命筏はSOLAS（海上にお

ける人命安全のための国際条約）により，気温零下30度

に耐える構造とされているが，北極海等の零下30度以下

の気温となる氷海環境下で使用するための対策は十分で

ない．

　特に従来の筏には流氷域内での使用に対する耐氷対

策，氷盤上での移動等に対する対策は全くなされていな
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い．

　また，寒冷海域では乗組員が低温の海水に濡れる危険

を少なくするため膨張式救命筏を吊下げて進水させる方

式が優れているが，救命筏を吊下げるロープが筏本体へ

ゴム引布等を用いた接着により固定されているので，零

下30度以下の低温環境下では接着部の剥離等が起こり耐

力を十分確保することが難しく，材質または施行上の対

策が必要となっている．

　さらにまた，膨張式救命筏の強風下における安定した

進水には技術的困難が多く，解決が望まれている．

ハ．発明が解決しようとする課題

　本発明は従来の技術の中で氷海への対応が欠如した点

を解決するとともに，救命筏を活用した氷海救命システ

ムとして，氷海域等における緊急時に適切に配置された

救命筏で分散して脱出し，氷海に着水した救命筏を自力

または曳航により安全な場所まで退避させるシステムを

達成するために，次の から の課題について解決しよ

うとするものである。

　膨張式救命筏が氷盤と衝突した場合や氷盤に圧迫さ

れた場合，筏本体が直接氷盤に接触して損傷を受けない

ように、筏の主浮力室及び床気室を防護するようにす

る．また，膨張式救命筏を防するための設備が，氷盤に

圧迫されるにつれて，救命筏を氷盤上方へせり上げる機

能を持つようにし，氷盤上への退避を可能なものとす．

　膨張式救命筏を進水させるための吊下げロープを膨

張式救命筏を防護するための設備に取付けられるように

する。

　膨張式救命筏の強風下での進水及び風浪下での安定

性を向上できるように，着脱自在なアンカーを設備でき

るようにする．

　膨張式救命筏を氷盤上や流氷域内で牽引できるよう

に，牽引用金具を取付けられるようにする．

ニ．課題を解決するための手段

　本発明は、膨張式救命筏自体に直接対策を施さない

で、膨張式救命筏に装着して用いる救命筏とは別体とし

た耐氷設備を考案することにより、課題を解決しようと

するものである。

　本発明になる救命筏用装着式耐氷設備は、氷盤の浮

遊する海上において膨張式救命筏が氷盤との衝突や接

触、圧迫により損傷するのを防止するため、膨張式救命

筏とは別体として膨張式救命筏の周囲に装着して使用す

る設備で、剛性体の底板と剛性体の複数の側板とをヒン

ジ機構により接合し、側板同士をゴム引布で接合すると

ともに、側板は内側へはストッパーにより一定の角度ま

で、外側へはゴム引布の展張により一定の角度までそれ

ぞれ回転可能として、氷盤からの圧力に対し柔軟性をも

つ耐氷構造としたものである。

　剛性体とした救命筏用装着式耐氷設備の底板に、底

板と接合させて一体構造とした金属製のロープ取付部を

設け、装着式耐氷設備を吊下げるための進水用吊下げロ

ープを固縛するようにした。

　救命筏用装着式耐氷設備の側板の上端部に進水用ガ

イド金具を取り付ける。

　また、救命筏用装着式耐氷設備の底板に牽引用ロープ

及び牽引用金具を取り付ける。これらの設備とともに救

命筏用装着式耐氷設備とは別体とした保水性を有する大

型アンカーを課題を解決するための手段として用いる。

　即ち、装着式耐氷設備を装着した膨張式救命筏を強風

下で進水させる場合、事前に、海上に大型アンカーをア

ンカー吊下げロープにより吊下げて展張した後、アンカ

ー吊下げロープを進水用ガイド金具に通して、アンカー

吊下げロープをガイドとして、救命筏を装着した装着式

耐氷設備を装着式耐氷設備に取り付けられている進水用

ロープにより進水させる。また、大型アンカーを着脱自

在金具のところで切り離し、救命筏用装着式耐氷設備に

取り付けた牽引用金具に取り付ければ、救命筏のアンカ

ーとして有効に働き、荒天下の海上における救命筏の風

浪による転倒を防止できる。

ホ．作用

　本発明になる救命筏用装着式耐氷設備の一例を第１図

に示す．装着式耐氷設備は以下の作用をすることによ

り，装着した膨張式救命筏を流氷盤の圧迫，衝突等から

防護するとともに氷上への乗り上げ退避を可能とするも

のである。

　側板Ａは底板Ｂにヒンジ接合等により内側に回転可能

なように取付けられ，隣り合う側板間には側板の回転機

能を損なわないようにアラミド繊維で強化したゴム引布

Ｃを取付けている．

　装着式耐氷設備が仮に側板Ａ－ 及びＡ－ 方向から

氷盤等に圧迫された場合，側板Ａ－ 及びＡ－ が氷盤

に圧迫されるにつれて内側に回転させられる．側板があ

る角度まで回転すると，ストッパーＤ及びゴム引布を介

して隣り合う側板等の多点で支承されるようになるの

で，氷盤の圧迫に耐えることができるようになる．さら

に圧迫されると，曲げられた板バネが反発して元に復す

ように，耐氷設備に蓄えられた変形エネルギーが氷盤に

反発して氷盤壁をずり上がることにより開放され，続い

て耐氷設備が圧迫されるとさらにせり上がる作用を繰返

し，徐々に氷盤上方にせり上がっていく．氷盤にせり上

がる高さは装着式耐氷設備の直径と傾斜時の筏の浮力に

よって決まり，例えば,10人乗程度の救命筏では1m程度

の氷盤に乗り上がることができる．

　また、装着式耐氷設備に取付けた進水用ガイド金具F,

牽引用金具Ｇ及び第２図に示すアンカーが次の から

の作用をすることにより，救命筏の強風下における安定

した進水及び流氷域内での牽引が可能となる．さらにま

た，牽引用金具及びアンカーを活用することにより，風

浪下においても筏を安定させることができる。

　救命筏を強風下で安定した進水ができるように，筏

の進水を行なう前に筏と別耐とした保水性のあるアンカ
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ーＪをアンカー吊下げロープＫにより海上に展張して海

水を満たす．風によりアンカーが水平方向に引張られた

場合にはアンカー吊下げロープＫに下向きの張力がかか

る．このアンカー吊下げロープを耐氷設備に取付けた進

水用ガイド金具Ｆに通して，救命筏を筏吊下げロープＥ

により吊下げて進水させる．これにより強風下における

進水であっても，救命筏は二本のロープにより支持され

て，救命筏の重量及びアンカーの下向きの張力により，

安定した進水が可能となる．

　救命筏を牽引するための牽引設備は牽引用金具Ｇ及

び耐氷設備の底板部に固定したワイヤーＨで構成されて

いる．牽引用金具にロープを付けて牽引すれば，流氷中

及び氷盤上での救命筏の牽引が可能となる．また，牽引

用金具を底板部に固定したワイヤーに取付けたことによ

り，牽引による氷盤上への乗上げ退避も牽引ロープが乗

上げ時のガイドとなるため容易である．

　アンカーＪはアンカー吊下げロープＫに着脱自在金

具Ｌを介して取付けてある．救命筏を風浪下で使用する

場合，筏が着水した後，アンカーを着脱自在金具のとこ

ろでアンカー吊下げロープから外し，筏の牽引用金具Ｇ

に取付ければ，筏の安定性をさらに向上させることがで

きる．

ヘ．実施例

　第１図は救命筏用装着式耐氷設備を示したものであ

る．側板を八分割したもので，救命筏が円形または八角

形等の多角形であっても装着が可能なものである．側板

の分割数は筏の大きさにより一定数とする必要はない

が,10人乗り程度の筏では実験から八分割で良好な結果

が得られた．

　耐氷設備の救命筏への装着法は，ヒンジ部の近傍に設

けた筏吊下げロープ取付金具Ｉを利用して，救命筏のつ

かみ綱取付部とロープにより結び合わせたが十分であっ

た..

　側板の内側への回転はラチェット式のストッパーＤで

一定になるように制限した．これは側板が過度に回転し

た場合には，実験から側板の筏への圧迫，氷盤へのせり

上がり機能の低下がみられたためで，本発明の重要な用

件となった．

　底板部に牽引用金具Ｇ及びワイヤーＨを取付けること

により，救命筏を流氷中及び氷盤上で牽引できた．牽引

しない時には牽引用金具を側板間の間隙を通して進水用

ガイド金具Ｆに結び付けて収納したが問題なかった．

　緊急時には救命筏を船上で展張し，乗組んでから吊下

げて進水する．強風下での進水又は風浪下での筏の安定

を図るためにアンカーを併用する実験を行なったが十分

な性能が得られた．

　第２図はアンカーを示したものである．アンカーは着

脱自在金具L,重錘Ｍ及び簡易止水弁Ｎを有している．ア

ンカーをアンカー吊下げロープＫ又は装着式耐氷設備の

牽引用金具Ｇに取付けて海上に投じたが，重錘により海

中に没するとともに簡易止水弁より海水が侵入し，アン

カーとして有効に機能できた．

　また，アンカーを誤って海上に落した場合には，海上

に浮かぶように浮きＰをつけた．アンカーの回収は浮き

Ｐを引上げればアンカー内の海水が排除されるので簡単

に回収できた．

　第３図に救命筏用装着式耐氷設備を利用した救命筏の

積付け法を示す．装着式耐氷設備は膨張式救命筏を収納

する容器を兼ねることができるように側板の分割を考え

たので，防水シートＰを掛けて固定ロープＲで固定した

が良好であった．

　第４図に救命筏用装着式耐氷設備を膨張式救命筏では

なく全閉型艇に装着した例を示す．全閉型艇単独では流

氷盤に圧迫された場合，氷盤上へのスムーズな乗り上が

りが困難であったが，装着式耐氷設備を装着したら救命

筏に装着した場合と同等の耐氷機能を保持できた．

ト．発明の効果

　本発明によって膨張式救命筏を従来使用することので

きなかった北極海等寒冷海域で使用可能な救命設備とす

ることができ，救命筏を活用した氷海救命システムを構

成することが可能となった．

　即ち，救命筏自体については保温性及び気室布の耐寒

性を既知の技術により改善し，本発明の装着式耐氷設備

を装着すれば，氷海へ適用が可能となるばかりでなく，

そのまま従来型の筏に装着すればオホーツク海等の流氷

域でも使用することができる有用なものである．

【図面の簡単な説明】

第１図は救命筏用装着式耐氷設備を示したものである．

第２図はアンカーを示したものである．

第３図は救命筏用装着式耐氷設備による救命筏の積付け

法を示したものである．

第４図は救命筏用装着式耐氷設備を全閉型艇に装着した

例である．
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【第１図】
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【第２図】
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【第３図】
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【第４図】


